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はじめに

ここでは、このマニュアルの表記法、および他資料の入手方法について説明します。また、シ
スコ製品のマニュアルの最新情報についても説明します。

この製品のマニュアルセットは、偏向のない言語を使用するように配慮されています。このド
キュメントセットでの偏向のない言語とは、年齢、障害、性別、人種的アイデンティティ、民
族的アイデンティティ、性的指向、社会経済的地位、およびインターセクショナリティに基づ
く差別を意味しない言語として定義されています。製品ソフトウェアのユーザインターフェイ
スにハードコードされている言語、RFPのドキュメントに基づいて使用されている言語、また
は参照されているサードパーティ製品で使用されている言語によりドキュメントに例外が存在
する場合があります。

（注）

• 表記法 （vii ページ）
• 関連資料 （ix ページ）
• マニュアルの入手方法およびテクニカル サポート （x ページ）

表記法
このマニュアルでは、以下の表記法を使用しています。

説明表記法

^ 記号と Ctrlは両方ともキーボードの Control（Ctrl）キーを表します。
たとえば、^D または Ctrl+D というキーの組み合わせは、Ctrl キーを
押しながらDキーを押すことを意味します（ここではキーを大文字で
表記していますが、小文字で入力してもかまいません）。

^ または Ctrl

コマンド、キーワード、およびユーザーが入力するテキストは太字で
記載されます。

太字

文書のタイトル、新規用語、強調する用語、およびユーザが値を指定
する引数は、イタリック体で示しています。

italic フォント
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説明表記法

システムが表示する端末セッションおよび情報は、courier フォント
で示しています。

Courier フォント

太字の Courier フォントは、ユーザが入力しなければならないテキス
トを示します。

太字の courier フォン
ト

角カッコの中の要素は、省略可能です。[x]

構文要素の後の省略記号（3 つの連続する太字ではないピリオドでス
ペースを含まない）は、その要素を繰り返すことができることを示し
ます。

...

パイプと呼ばれる縦棒は、一連のキーワードまたは引数の選択肢であ
ることを示します。

|

どれか 1 つを選択できる省略可能なキーワードは、角カッコで囲み、
縦棒で区切って示しています。

[x | y]

どれか 1 つを選択しなければならない必須キーワードは、波カッコで
囲み、縦棒で区切って示しています。

{x | y}

角かっこまたは波かっこが入れ子になっている箇所は、任意または必
須の要素内の任意または必須の選択肢であることを表します。角かっ
こ内の波かっこと縦棒は、省略可能な要素内で選択すべき必須の要素
を示しています。

[x {y | z}]

引用符を付けない一組の文字。string の前後には引用符を使用しませ
ん。引用符を使用すると、その引用符も含めてstringとみなされます。

string

パスワードのように出力されない文字は、山カッコで囲んで示してい
ます。

< >

システムプロンプトに対するデフォルトの応答は、角カッコで囲んで
示しています。

[ ]

コードの先頭に感嘆符（!）またはポンド記号（#）がある場合には、
コメント行であることを示します。

!、#

読者への警告の表記法

このマニュアルでは、読者への警告に次の表記法を使用しています。

「注釈」です。役立つ情報やこのマニュアルに記載されていない参照資料を紹介しています。（注）
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「問題解決に役立つ情報」です。ヒント

「要注意」の意味です。機器の損傷またはデータ損失を予防するための注意事項が記述されて
います。

注意

時間を節約する方法です。ここに紹介している方法で作業を行うと、時間を短縮できます。ワンポイント アドバイ
ス

安全上の重要な注意事項

この警告マークは「危険」の意味です。人身事故を予防するための注意事項が記述されていま
す。機器の取り扱い作業を行うときは、電気回路の危険性に注意し、一般的な事故防止対策に
留意してください。各警告の最後に記載されているステートメント番号を基に、装置に付属の
安全についての警告を参照してください。ステートメント 1071

これらの注意事項を保存しておいてください

警告

関連資料

device をインストールまたはアップグレードする前に、device のリリースノートを参照してく
ださい。

（注）

スイッチの設置またはアップグレードを実施する前に、スイッチのリリースノートを参照して
ください。

（注）

• 次の URL にある Cisco Catalyst 9400 シリーズ スイッチのマニュアル：

http://www.cisco.com/go/c9400
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マニュアルの入手方法およびテクニカル サポート
マニュアルの入手方法、テクニカルサポート、その他の有用な情報について、毎月更新される
『更新情報』を参照してください。シスコの新規および改訂版の技術マニュアルの一覧も示さ
れています。

http://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/general/whatsnew/whatsnew.html

『更新情報』は RSS フィードとして購読できます。また、リーダー アプリケーションを使用
してコンテンツがデスクトップに直接配信されるように設定することもできます。RSSフィー
ドは無料のサービスです。シスコは現在、RSS バージョン 2.0 をサポートしています。
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第 1 章
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第 2 章

Web ユーザ インターフェイスを使用した
スイッチの設定

マニュアル内の例、コマンド出力、および図は、説明のみを目的として使用されています。（注）

• デイ 0 WebUI 設定の概要 （3 ページ）
• Cisco DNA Center クラウド導入準備デイ 0 ウィザード （4 ページ）
• クラシックデイ 0 ウィザード （7 ページ）

デイ 0 WebUI 設定の概要
ハードウェアの取り付けが完了したら、トラフィックがネットワークを通過するのに必要な構
成を使用してスイッチを設定する必要があります。新しいデバイスを使用する最初の日には、
さまざまなタスクを実行することにより、デバイスがオンライン状態かつ到達可能で、簡単に
設定されることを確認できます。

Webユーザインターフェイス（WebUI）は、組み込みGUIベースのデバイス管理ツールです。
デバイスをプロビジョニングしたり、デバイスの導入および管理性を簡素化したり、ユーザエ
クスペリエンスを向上したりする機能を提供します。WebUI を使用すれば、CLI の専門知識が
なくても、設定を構築し、デバイスのモニタリングとトラブルシューティングを行うことがで
きます。

WebUI を使用してスイッチを設定するには、2 つの方法があります。

• Cisco DNA Center クラウド導入準備デイ 0 ウィザード

• クラシックデイ 0 ウィザード
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図 1 : WebUI デイ 0 ウィザード

Cisco DNA Center クラウド導入準備デイ 0 ウィザード
このウィザードを使用して、管理インターフェイスを設定し、クラウド経由で到達可能かどう
かを確認します。

このウィザードに進む前に、Cisco DNA Center クラウドアカウントにデバイスを追加する必要
があります。

（注）

アカウント設定の構成
デバイスで実行する最初のタスクは、ユーザ名とパスワードの設定です。通常、ネットワーク
管理者はデバイスへのアクセスを制御し、権限がないユーザがネットワーク設定を参照した
り、設定を操作したりすることを防止します。

ステップ 1 デフォルトのユーザ名 webui とパスワード cisco を使用してログオンします。

ステップ 2 最大 25 文字の英数字のパスワードを設定します。

設定したユーザ名とパスワードの組み合わせにより、特権15のアクセス権が与えられます。ストリングを
数字で始めることはできません。大文字と小文字を区別し、スペースを使用できますが、先行スペースは
無視されます。

ステップ 3 [Device ID Settings] セクションで、[Device Name] フィールドにネットワーク内のデバイスを識別する一意
の名前を入力します。
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ステップ 4 [Time & Device Mode] フィールドに、デバイスの日付と時刻を手動で入力します。デバイスを Network Time
Protocol（NTP）クロックソースなどの外部タイミングメカニズムと同期するには、[NTP Server] フィール
ドに IP アドレスを入力します。

図 2 : Account Settings

基本デバイスの設定
[Basic Settings] ページで、次の情報を設定します。

ステップ 1 [Device Management Settings] セクションで、静的アドレスまたは DHCP アドレスを使用して管理インター
フェイスに IP アドレスを割り当てます。

ステップ 2 [Static] を選択した場合は、次の手順を実行します。

a) [Associate VLAN Interface] ドロップダウンリストで、インターフェイスに関連付ける VLAN ID を入力
します。

b) 割り当てる IP アドレスが、入力したサブネット マスクの一部であることを確認してください。
c) デフォルト ゲートウェイの IP アドレスを入力します（オプション）。
d) DNS サーバのアドレスを入力します。
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図 3 : 基本設定 - 静的構成

ステップ 3 [DHCP] を選択した場合は、次の手順を実行します。

a) [VLAN ID] フィールドに値を入力します。

VLAN ID は 1 以外の値にする必要があります。

b) 割り当てる IP アドレスが、入力したサブネット マスクの一部であることを確認してください。
c) デフォルト ゲートウェイの IP アドレスを入力します（オプション）。
d) DNS サーバのアドレスを入力します。

図 4 : 基本設定 - DHCP 構成
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接続のテストの設定

ステップ 1 デバイス間で CiscoDNAC クラウドへの接続が確立されていることを確認するには、[Test Connectivity/Retest]
ボタンを使用します。

ステップ 2 接続が確立されていない場合は、[Retest] ボタンをクリックします。

それでも接続が失敗する場合は、前の [Basic Settings] ページに移動し、設定を変更して、接続のテストを
再度確認してください。

ステップ 3 接続が確立されたら、[Day Zero Configuration Summary] に移動して設定を保存します。

図 5 : Test Connectivity

ステップ 4 設定が正常に適用され、デバイスが Cisco DNAC クラウドにリダイレクトされていることを確認します。

次のタスク

リダイレクションが成功しない場合は、デバイスが Cisco PnP 接続（devicehelper）のリダイレ
クション コントローラ プロファイルに関連付けられていることを確認します。

クラシックデイ 0 ウィザード
このウィザードを使用して、基本設定と詳細設定でデバイスを設定します。完了すると、管理
インターフェイスの IP アドレスを使用して WebUI からデバイスにアクセスできます。
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スイッチへの接続

始める前に

クライアントで DHCP クライアント識別子をセットアップして、スイッチから IP アドレスを
取得し、Day 0 ログイン情報で認証できるようにします。

Windows クライアントでの DHCP クライアント識別子のセットアップ

1. タスクバーの Windows 検索ボックスに regedit と入力し、Enter キーを押します。

2. [User Account Contro] のメッセージが表示されたら、[Yes] をクリックしてレジストリエディ
タを開きます。

3. 次の場所に移動します。

Computer\HKEY_LOCAL_MACHINE\SYSTEM\CurrentControlSet\Services\Tcpip\Parameters\Interfaces\（イー
サネットインターフェイスのグローバル固有識別子（GUID）を見つけてください）

4. webui のデータ 77 65 62 75 69 を使用して新しい REG_BINARY の DhcpClientIdentifier を
追加します。値は手動で入力する必要があります。

図 6 : Windows での DHCP クライアント識別子のセットアップ

5. PC を再起動して設定を有効にします。

Mac クライアントでの DHCP クライアント識別子のセットアップ

1. [System Preferences] > [Network] > [Advanced] > [TCP] > DHCP Client ID] に移動し、webui
と入力します。
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図 7 : Mac での DHCP クライアント識別子のセットアップ

2. [OK] をクリックして変更を保存します。

ブートアップスクリプトにより構成ウィザードが実行され、次の基本設定の入力を求められま
す（Would you like to enter the initial configuration dialog? [yes/no]:）。Web UI を使用して Day
0 設定を行うには、応答を入力しないでください。代わりに次のタスクを実行します。

ステップ 1 スイッチに何らかのデバイスが接続されていないことを確認します

ステップ 2 イーサネットケーブルの一方の端をアクティブなスーパーバイザのダウンリンク（非管理）ポートの 1 つ
に接続し、もう一方の端をホスト（PC/Mac）に接続します。

ステップ 3 PC/Mac を DHCP クライアントとして設定し、スイッチの IP アドレスを自動的に取得します。192.168.1.x/24
の範囲内の IP アドレスを取得する必要があります。
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図 8 : IP アドレスの取得

最大で 3 分かかります。デバイスの端子を使用する前に、Web UI から Day 0 セットアップを完了させる必
要があります。

ステップ 4 PC 上で Web ブラウザを起動し、デバイスの IP アドレス（https://192.168.1.1）をアドレスバーに入
力します。

ステップ 5 Day 0 の [username] に webui と入力し、[password] に cisco を入力します。

次のタスク

ユーザ アカウントを作成します。

ユーザ アカウントの作成
デバイスで実行する最初のタスクは、ユーザ名とパスワードの設定です。通常、ネットワーク
管理者はデバイスへのアクセスを制御し、権限がないユーザがネットワーク設定を参照した
り、設定を操作したりすることを防止します。

ステップ 1 デバイスに付属のデフォルト ユーザ名とパスワードを使用してログオンします。
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ステップ 2 最大25文字の英数字のパスワードを設定します。設定したユーザ名とパスワードの組み合わせにより、特
権15のアクセス権が与えられます。ストリングを数字で始めることはできません。大文字と小文字を区別
し、スペースを使用できますが、先行スペースは無視されます。

図 9 : アカウントの作成

セットアップ オプションの選択
サイト プロファイルに基づいてデバイスを設定するには [Wired Network] を選択して、スイッ
チ全体の設定を続行します。それ以外の場合は、次の手順に進み、デバイスの基本設定のみを
行います。

基本デバイスの設定
[Basic Device Settings] ページで、次の情報を設定します。

ステップ 1 [Device ID and Location Settings] セクションで、ネットワーク内のデバイスを識別する一意の名前を入力し
ます。

ステップ 2 デバイスの日付と時刻の設定を選択します。デバイスをNTPクロックソースなどの有効な外部タイミング
メカニズムと同期させるには、[Automatic] を選択するか、[Manual] を選択して自分で設定します。
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図 10 : [Basic Device Settings] > [Device ID and Location Settings]

ステップ 3 [Device Management Settings] セクションで、管理インターフェイスに IP アドレスを割り当てます。割り当
てる IP アドレスが、入力したサブネット マスクの一部であることを確認してください。

ステップ 4 デフォルト ゲートウェイの IP アドレスを入力します（オプション）。

ステップ 5 Telnet によるデバイスへのアクセスを有効にするには、[Telnet] のチェック ボックスをオンにします。

ステップ 6 セキュア シェル（SSH）によるデバイスへのセキュアなリモート アクセスを有効にするには、[SSH] の
チェック ボックスをオンにします。

ステップ 7 [VTP transparent mode] のチェック ボックスをオンにし、デバイスによる VTP への参加を無効化します。

前の手順で [Wired Network] を選択していない場合、次の画面に進み、[Day 0 Config Summary] 画面の設定
を確認し、[Finish]をクリックします。サイトプロファイルに基づいてデバイスを自動的に設定するには、
[Setup Options] をクリックして [Wired Network] を選択します。

図 11 : [Basic Device Settings] > [Device Management Settings]
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